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みんなの居場所！高島第一小学校 
昭和４６年４月に開校した本校は、保護者や地域の方々に愛され、支えられながら、多くの子供たちを健

やかに育んできた学校です。公立学校は地域人材の育成のためにあります。ここまで築き上げてきた伝統を守り、

さらに発展させることは、今の私たちの使命です。その使命を果たすべく、保護者･地域の方々・教職員が思い

を一つにし、ともに協働していくために経営方針を以下に示します。 

 

１ 教育目標（目指す児童像） 

今、少子高齢化による生産年齢人口の減少、グローバル化やイノベーションによる急激な社会構造の変化、地

球温暖化、価値観の多様化などの様々な問題の解決に挑戦していかなければならない時代がやってきています。

また、この数年の AI をはじめとした科学技術の革新は目覚ましく、使い方によっては、世界的な規模の幸福も不

幸も現実となる可能性を秘めています。 

このような時代を生きる子供たちには、前例にとらわれず、新しいものへ積極的に向き合いながら、身近な課題を

自分事と捉え、多様な他者と協働し、解決する力の育成が求められています。 

しかしながら、学校現場では、不登校児童の増加、いじめや暴力行為の増加など、人間関係に起因する問題

が多くなっています。安定した人間関係に基づく、安心・安全な学級・学校づくりは、喫緊の課題と捉えています。 

そこで、教育目標の重点を「なかよくする子」として、どのような困難に対しても、主体的に解決に取り組み、仲間

とともに協働し、乗り越えるたくましい子供たちの育成を目指します。 

 

  

 

 

２ 目指す学校像 

 

 

○子供たちの居場所  「安心できる教室 自分の役割がある 好きな友達がいる」 

○保護者･地域の方の居場所 「子供のために力を発揮」「地域の子供は地域が育てる」 

○教職員の居場所   「子供たちのために、協働できる仲間がいる」「自分の役割がある」 

学校は「小さな社会」です。教科学習はもちろんのこと、人との関わり方、社会規範など、「本当の社会」で生き

るために必要なことを学ぶところです。まさに「生き方」を学ぶところです。 

誰にとっても安心で安全で、みんなに役割と出番のある社会＝共生社会の担い手を育む学校を目指します。 

そのような学校を目指す上で、その土台となるものは、子供同士、子供と教師、学校と保護者･地域の方々のよ

りよい人間関係です。できないことや失敗を助けてくれる友達がいる。困ったことがあると親身に相談にのってくれる

先生がいる。学校の課題解決に協力してくれる保護者･地域の方々がいる。そのような学校は、すべての人に居場

所と出番があり、ともに学び続けることのできる学校です。そのような学校は、「ともに生きる」喜びに満ちあふれ、み

んなにとっての居場所となります。 

◉なかよくする子 .............  相手を尊重し、助け合える子どもの育成 

○かんがえる子 ..............  主体的に考え、諦めずに努力する子どもの育成 

○げんきな子 ................  心身ともに健康で、前向きに生きる子どもの育成 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主な取組や変更になる取組 

（１） 教員の勤務時間の変更 

現在の８：１５～１６：４５から５分早めた８：１０～１６：４０とし、児童の登校・入室前の

整列指導を８：１０より行い、児童の安全に努めます。 

（２） １年生は入学当初（５月中旬まで）は４０分授業 

１年生がスムーズに小学校生活に慣れていけるように、入学当初は４０分授業を実施します。また、

子供同士で関わり合う時間を生み出し、よりよい人間関係の基礎をつくります。 

（３） ＰＴＡ室、相談室の移転 

昨年度までのＰＴＡ室と相談室を５組の教室として使います。ＰＴＡ室と相談室は、向かいのパソコ

ン室に移転しました。 

（４） ランチルームを児童会室（多目的室）へ 

ランチルームを児童会室（多目的室）として、児童会の会議や学年集会ができるようにします 

（５） 昇降口の卒業制作の移動と児童コーナーの設置 

平成７年の卒業制作を給食室前に移設しました。空いた壁面は、「縦割り班活動連絡コーナー」「クラ

ブ・委員会活動コーナー」にして、児童の自治的な活動を促します。子供たちの広報掲示板とします。 

（６） 児童の着替えは教室 

着替えについては、教室中央をカーテンで仕切り、教室での着替えを行い、担任が管理します。 

（７） 高一ほっとルーム 

昨年度より、高島７丁目･８丁目地域のシニアグループの協力のもと、高一ほっとルームを開設していま

す。教室で過ごすことに不安がある児童などが、過ごせる居場所です。利用については、児童・保護者と学

校で面談して、使い方の約束を確認します。 
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みんなの居場所！高島第一小学校 

教育目標 
◎なかよくする子 ○かんがえる子 ○げんきな子 

○高一小コミュニティスクール委員会 

○学校支援地域本部 

○高島第一小学校 PTA 

○高一中まなびのエリア（小中一貫教育） 

○授業公開６回  

○保護者会４回 〇個人面談２回 

○ホームページの充実（日々更新中） 

○すぐーるメール（緊急連絡・お知らせ配信） 

○特別活動の充実 

・学級活動 ・たてわり班活動 

・児童会活動 ・クラブ活動 

・学校行事 

○授業規律の徹底 

・板橋区授業スタンダード 

・板橋区授業スタンダードＳ 

（自己調整学習） 

 

○いじめを許さない 

・人権・道徳教育の推進 

○秩序ある学校 

・高一のきまり 

・高一タブレット・SNS ルール 

・児童会によるルールメイキング 

○避難訓練 

 ・年２回の引き取り訓練 

 ・７丁目･８丁目町会との合同防災訓練 

○タブレット PC の活用 

・個別最適な学び 

・協働的な学び 

・すららドリル 

 

令和８年度 学校経営方針【グランドデザイン】 

 

○特別支援教育の推進 

・STEP UP 教室「あきほ教室」 

・特別支援アドバイザー 

・スクールカウンセラー２名 

 

○読書活動 

・読み聞かせ 

・朝の読書 

・ビブリオバトル集会 

かかわり合いを大切にした教育活動の充実 

○居場所づくり 

・高一ほっとルーム 

・学校と家庭の支援員 

・小１支援員 

校章 高島秋帆にちなみ 
高島家の家紋がモチーフ 



４ お願い 

（１） 子供を信じて、子供に任せる 

大人がレールを敷けば、うまくいくことは多いでしょう。しかし、本当に子供につけたい力は、失敗を乗り越

える逞しさではないでしょうか。大いに失敗させてあげましょう。 

そして、できなかったことを責めるのではなく、解決に向けて一緒に考えてあげてください。子供は、大人が

思う以上の力を秘めています。たくさん失敗から学ばせてあげてください。 

（２） 子供への声かけは「どうしたの？」から 

気になる子供の行動（たとえ好ましくない姿であっても）に対して、子供への声かけは「どうしたの？」か

ら始めると、その子供なりの思いや理由を知ることができます。まず、それを聞いてから、子供と対話する姿

勢は、親子であっても大切です。 

（３） 子供の不適応は「不安」の表出 

学校に行きしぶる、友達とのトラブルが絶えない、授業で落ち着かない、反抗するなどの行動は、子供

が不適応を起こしているといわれます。 

嫌がらせをする子がいる、先生が怖い、勉強が分からないなどの「不安」を不適応という形で表出する子

供からのＳＯＳです。大人がよかれと思ってすることが、結果的に子供の「不安」を高めることもあります。 

例えば、「授業が分からない」ことから、授業に集中できないことや友達にちょっかいを出す、先生に文句

を言うなどの態度をとる児童に対して、「あなたが悪い」は正論ですが、それだけでは子供の「不安」を取り

除くことには繋がりません。家で分からないところを一緒に勉強する、先生と相談して課題を少なくするなど

の工夫はよくとられますが、それでも授業が分からないこともあります。スクールカウンセラーに相談して、発

達検査を受け、その子の特性が分かり、その子に適した支援を教えてもらうこともあります。 

気をつけるべきは、保護者の「こうあってほしい」という願いが強すぎて、子供の実態や能力とかけ離れた

無理を強いてしまうことです。保護者の思いは痛いほど分かりますが、子供の「不安」を見てあげることが大

切です。 

（４） 保護者会は、保護者同士のつながりをつくる 

保護者会を年４回開催します。学校の様子を伝えることもねらいの一つですが、保護者同士のつなが

りをつくることをそれ以上に大切にしています。我が子が学ぶ学級の保護者とちょっと言葉を交わすだけで、

確実に保護者同士の人間関係はよくなります。どうしても都合のつかない方のために、オンラインも用意し

ていますが、できる限り対面で関われるようにお願いします。 

（５） 気になることは話し合いで解決 

帰宅後の子供の様子がいつもと違い、心配になることがあるかと思います。理由を聞いても、話したがら

なかったり、子供の説明だけでは分からなかったりすることもあります。 

その多くは、友達とのトラブルが解決できていなかったり、先生の指導が不満だったりなど、不安や子供な

りに納得できないことを家に持ち帰った姿です。自分なりに消化できることもあれば、家族と話すことで解

消できることもあります。 

それでも解消できないときは、担任までお知らせください。子供の事実の誤認もあれば、学校が把握して

いないことや教師の落ち度もあります。話し合うことで、それらが分かり、解決に向かえます。 

（６） 地域行事への積極的な参加を 

高島第一小学校のある高島平７丁目･８丁目は、町会の皆様が子供たちのために様々なイベントを

用意してくださっています。５月３日の子供まつり、夏の盆踊りなどはもちろんのこと、地域防災訓練など

にもご参加いただけると幸いです。学校だよりの月別行事予定表に入れています。 


